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平成 27年度多治見市財政健全化審査及び 

経営健全化審査意見の提出について 

 

 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19 年法律第 94 号）第３条

第１項及び第 22 条第１項の規定により、審査に付された平成 27 年度健全化判

断比率及び資金不足比率について審査した結果、次のとおり意見を提出します。 
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平成 27 年度多治見市財政健全化審査意見 

 

１．審査の概要 

 この財政健全化審査は、市長から提出された健全化判断比率及びその算定の

基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として

実施した。 

 

２．審査の結果 

 審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載

した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

 

記 

                              （単位 ％） 

健全化判断比率 平成 27 年度 早期健全化基準 財政再生基準 

実質赤字比率 － 12.26 20.00 

連結実質赤字比率 － 17.26 30.00 

実質公債費比率 △1.3 25.0 35.0 

将来負担比率 － 350.0  
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健全化判断比率審査参考資料 

１ 実質赤字比率 

 

（１）実質赤字比率算定根拠 

 

  実質赤字比率（％）＝一般会計等の実質赤字額／標準財政規模×100 

 

（２）実質赤字比率算定の基礎 

                      （単位 千円 ％） 

歳入歳出差引額 Ａ 3,143,105 

翌年度へ繰り越すべき財源 Ｂ 761,148 

実質赤字額{（Ａ－Ｂ）×－１} Ｃ △2,381,957 

標準財政規模 Ｄ 22,573,097 

実質赤字比率（Ｃ／Ｄ） 

 ※Ｃ≦０の場合は「－」 

 

－ 
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２ 連結実質赤字比率 

 

（１）連結実質赤字比率算定根拠 

 

  連結実質赤字比率（％）＝連結実質赤字額／標準財政規模×100 

 

（２）連結実質赤字比率算定の基礎 

（単位 千円 ％） 

会  計  名 実質赤字額 

一般会計等 △2,381,957 

 一般会計 △2,381,957 

土地取得事業特別会計 0 

市営住宅敷金等特別会計 0 

多治見駅北土地区画整理事業特別会計 0 

一般会計等以外の特別会計のうち公営企業に係る特別会計以外の特別会計 △428,865 

 国民健康保険事業特別会計 △137,334 

介護保険事業特別会計 △259,467 

後期高齢者医療特別会計 △24,913 

駐車場事業特別会計 △7,151 

小  計 △2,810,822 

会  計  名 資金不足額・剰余額 

公営企業会計（法適用・宅地造成事業以外） △1,480,891 

 水道事業会計 △975,086 

病院事業会計 △505,805 

公営企業会計（法非適用・宅地造成事業以外） △332,223 

 廃棄物発電事業特別会計 △946 

下水道事業特別会計 △331,277 

農業集落排水事業特別会計 0 

小  計 △1,813,114 

合   計 △4,623,936 

連結実質赤字額 △4,623,936 

標準財政規模 22,573,097 

連結実質赤字比率 

           ※ 比率≦０の場合は「－」 
－ 
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３ 実質公債費比率 

 

（１）実質公債費比率算定根拠 

 

実質公債費比率（％）＝（元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋ 

（3ヵ年平均）    元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額 

算入額）／標準財政規模－（元利償還金・準元利 

償還金に係る基準財政需要額算入額） 

 

（２）実質公債費比率の算定の基礎 

（単位 千円 ％） 

項 目／年 度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

地方債の元利償還金 ① 

（公営企業分、繰上償還等を除く） 
3,374,394 3,496,783 3,528,039 

準元利償還金 ② 1,053,395 1,010,299 1,021,515 

計 ①＋② 4,427,789 4,507,082 4,549,554 

特定財源 ③ 1,062,372 1,043,005 1,034,786 

基準財政需要額算入額 ④ 3,491,348 3,812,829 3,774,054 

計 ③＋④ 4,553,720 4,855,834 4,808,840 

標準財政規模 ⑤ 21,726,357 22,010,017 22,573,097 

実質公債費比率 

（（①＋②）－（③＋④））／(⑤－④)×100 
△0.69060 △1.91652 △1.37925 

実質公債費比率（3ヵ年平均） △1.3 
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４ 将来負担比率 

 

（１）将来負担比率算定根拠 

 

将来負担比率（％）＝将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額＋

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）

／標準財政規模－元利償還金・準元利償還金に係る

基準財政需要額算入額 

 

（２）将来負担比率の算定の基礎 

（単位 千円 ％） 

将来負担額① 52,955,163 

内 
 
 

訳 

一般会計等に係る地方債の現在高 36,475,802 

債務負担行為に基づく支出予定額 130,770 

一般会計等以外の会計の地方債の元金償還に対する一般会計等負

担見込額 
11,342,102 

組合等の地方債の元金償還に充てる地方公共団体の負担見込額 0 

退職手当支給予定額のうち一般会計等負担見込額 5,006,489 

設立法人の債務等に対する一般会計等負担見込額 0 

連結実質赤字額 0 

組合等の連結実質赤字額相当額のうち一般会計等負担見込額 0 

充当可能基金額等② 77,760,092 

内 

訳 

地方債の償還額等に充当可能な基金の残高の合計額 21,737,854 

地方債の償還額等に充当可能な特定の歳入見込額 9,636,119 

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額 46,386,119 

標準財政規模（臨時財政対策債発行可能額含む。）③ 22,573,097 

基準財政需要額算入公債費等④ 3,774,054 

将来負担比率 

（①－②／③－④）   ※ 比率≦０の場合は「－」 
－ 
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平成 27 年度多治見市経営健全化審査意見 

 

１．審査の概要 

 この経営健全化審査は、市長から提出された資金不足比率及びその算定の基

礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実

施した。 

 

２．審査の結果 

 審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載し

た書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

 

 

記 

                              （単位 ％） 

会 計 名 平成 27 年度資金不足比率 経営健全化基準 

廃棄物発電事業特別会計 － 20.0 

下水道事業特別会計 － 20.0 

農業集落排水事業特別会計 － 20.0 
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資金不足比率審査参考資料 

 

（１）資金不足比率算定根拠（法非適用企業） 

 

資金不足率（％）＝資金の不足額／事業の規模×100 

 

項  目 内     容 

資金不足額 
歳出額＋建設改良費等以外の経費に対する地方債の現在高－（歳入

額－翌年度に繰り越すべき財源）－解消可能資金不足額 

事業の規模 
営業収益に相当する収入の額（指定管理者の収入として収受させた

利用料金の額を含む。）－受託工事収益に相当する収益の額 

 

（２）資金不足比率算定の基礎 

                                （単位 千円 ％） 

         公営企業会計名 

項 目 

廃棄物発電事

業特別会計 

下水道事業特

別会計 

農業集落排水

事業特別会計 

資金不足額 

歳出額 ① 33,747 4,076,235 12,697 

建設改良費等以外の経費に

対する地方債の現在高 ② 
0 0 0 

歳入額 ③ 34,693 4,439,212 12,697 

翌年度に繰り越すべき

財源 ④ 
0 31,700 0 

解消可能資金不足額 ⑤ 

①＋②＞③－④の場合に算入 
－ － － 

資金不足額 

（①＋②）－（③－④）－⑤ 
△946 △331,277 0 

事業の規模 20,498 1,892,647 2,717 

資金不足比率 

      ※ 比率≦０の場合は「－」 
－ － － 

 

 


